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摘要

このホワイトペーパーは、HPE の Intelligent System Tuning 機能を使用して、HPE サーバー環境
でパフォーマンスを改善する方法をサーバー管理者向けに説明することを目的にしています。
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Intelligent System Tuning の機能

HPE ProLiant Gen10 サーバー用の HPE Intelligent System Tuning は、以下の機能で構成されます。

• Workload Matching--設定済みのサーバープロファイルを使用して、アプリケーションパフォーマンスを
最大化します。

• Jitter Smoothing--プロセッサージッター制御設定を使用して、周波数変動（ジッター）をならして調和さ
せ遅延時間を短縮します。

• コアブースト--サポートされている場合、アクティブコア間のパフォーマンスを高めます。

注記:

コアブーストは、特定の HPE ProLiant Gen10 サーバー、Intel プロセッサー、およびハードウェア構成で
のみ使用可能です。

表 1: Intelligent System Tuning の前提条件

要件 Workload
Matching

Jitter Smoothing コアブースト

HPE Gen10 サーバー  1

Intel プロセッサー 2

iLO 5

iLO Advanced ライセンスまたは iLO
Advanced Premium Security Edition ライセン
ス

最小システム ROM 1.00 1.00 静的

1.20 動的

1.20

iLO ファームウェア 1.15 1.15

HPE Innovation Engine ファームウェア 1.2.4 1.2.4

1 特定のサーバーのみ。高性能ヒートシンクとファンが必要です。

2 特定の Intel プロセッサーのみ
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Workload Matching
HPE サーバーのデフォルトの BIOS 設定は、パフォーマンスと電力効率のバランスをとります。これらの設
定は、特定のアプリケーションのワークロードに一致するように調整できます。

HPE Gen10 サーバーには、お客様が既知のワークロードベースのチューニングプロファイルを使用して、
BIOS 設定を調整する UEFI 設定オプションがあります。ワークロードのプロファイル設定と実際に配備され
たワークロードを一致させると、すぐに使える BIOS のデフォルトを使用するだけの場合と比べたパフォーマ
ンスのゲインがわかります。

ワークロードのプロファイルを使用して、HPE Gen10 サーバーを調整する方法の詳細については、
HPE ProLiant Gen10 サーバーおよび HPE Synergy に関する UEFI ベースのパフォーマンスチューニングガ
イドを http://www.hpe.com/support/Workload-UG-en で参照してください。

図 1: UEFI システムユーティリティのワークロードプロファイルオプション

ワークロードプロファイルを使用したパフォーマンスの向上
サーバーのパフォーマンスを向上させるには、以下のシステム生成のワークロードプロファイルを使用しま
す。

一般的な電力効率のコンピューティング

最も一般的なパフォーマンスと電源管理の設定を適用します。BIOS 設定をチューニングしないでワーク
ロードに一致させるユーザーにお勧めします。
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一般的なピーク周波数コンピューティング

個々のコアに可能な最大周波数を達成するパフォーマンスと電源管理の設定を適用します。計算時間の
短縮による恩恵を受けるワークロードにお勧めします。

一般的なスループットのコンピューティング

最大合計持続スループットを達成するパフォーマンスと電源管理の設定を適用します。NUMA（不均一メ
モリアクセス）の認識をサポートするように最適化されています。

仮想化 - 電力効率

すべての仮想化オプションを有効にするパフォーマンスの設定を適用します。電源設定を管理して、仮想
化を妨げないようにします。仮想化環境にお勧めします。

仮想化 - 最大パフォーマンス

すべての仮想化オプションを有効にするパフォーマンスの設定を適用します。最適なパフォーマンスを
実現する電源設定を無効にします。仮想化環境にお勧めします。

低レイテンシ

速度とスループットの低減を適用し電源管理を無効にして、全体的なコンピューティング遅延を低減しま
す。RTOS（リアルタイムオペレーティング システム）のワークロード、または遅延の影響を受けやすい
他のワークロードにお勧めします。

ミッションクリティカル

高度なメモリ RAS（信頼性、可用性、および保守性）機能を管理します。このプロファイルは、基本的な
サーバーのデフォルト値を上回るサーバー信頼性とパフォーマンスの妥協点を探る顧客によって使用さ
れるためのものです。

トランザクションアプリケーション処理

ピーク時の周波数レベルとスループットを管理します。バックエンドデータベースを必要とする OLTP
（オンライントランザクション処理）アプリケーションを使用する環境を処理する場合にお勧めします。

ハイパフォーマンスコンピューティング（HPC）

持続する使用可能な帯域幅とプロセッサーの演算能力を最適化する電源管理を無効にします。従来の
HPC 環境を実行するユーザーにお勧めします。

意思決定サポート

このプロファイルは、データマイニングや OLAP（オンライン分析処理）など、データウェアハウスに対
する操作またはアクセスに焦点を合わせたエンタープライズビジネスデータベース（Business
Intelligence）のワークロードを対象にしています。

グラフィック処理

電源管理と仮想化を無効にして、I/O とメモリ間の帯域幅を最適化します。GPU（グラフィックス処理ユ
ニット）を使用するサーバーで実行するワークロードにお勧めします。

I/O スループット

I/O とメモリ間のリンクに影響を与える電源管理機能を無効にします。I/O とメモリ間の最大帯域幅に依
存する構成にお勧めします。

カスタム

ワークロードのプロファイルを無効にします。特定の BIOS オプションを設定するユーザーにお勧めし
ます。
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Jitter Smoothing
過去数年間、サーバークラスの顧客は、プロセッサーベースのパフォーマンスが世代を重ねるたびに向上する
のを見てきました。この向上は、ほとんどがコア数の増加と効率的な命令セットアーキテクチャーによるもの
です。前の 10 年とは異なり、CPU の基本周波数は、コア数の増加とアーキテクチャー強化に由来するパフォ
ーマンスの改善と並行して安定しています。ただし、プロセッサーベンダーは、すべてのワークロードがコア
数の増加による恩恵を受けるとは限らないことを理解し始めたため、電力ヘッドルームを利用できる高い周波
数で一部のコアを便宜的に実行し、その他のコアの実行を抑制する機能を導入しました。

これらの便宜的な周波数ではパフォーマンスが向上する反面、望ましくない副作用もあります。周波数の変化
自体が、コンピューティングジッター、不確定性、望ましくない遅延時間をもたらします。ジッターおよび関
連する遅延は、いくつかの顧客セグメントで問題を生じています。たとえば、時間が重要となる取引に頼って
いる高頻度のトレーダーは、周波数の変化によって引き起こされるマイクロ秒単位の遅延が取引に不確定的に
追加されるのを容認できません。このような遅延が度重なると、トレーダーに数百万ドル以上のコストをもた
らすことがあります。他の環境でも、RTOS（リアルタイムオペレーティングシステム）を実行して重要な機
能を制御しているサーバーは、日和見的周波数機能が有効になっているときに発生するランダムな遅延は容認
できません。

遅延に敏感な顧客の間では、関連するジッターを回避するために、通常はアプリケーションのパフォーマンス
の向上につながる機能を無効にする傾向があります。プロセッサーが高速で実行されれば取引も高速で実行
されますが、ランダムな遅延のコストが発生すると、パフォーマンスの向上のメリットが失われます。

HPE では、Gen10 サーバーにプロセッサーのジッター制御を導入して、顧客が高周波数の利点と低ジッター
の両方を実現できるようにしています。この機能により、日和見的周波数管理によって引き起こされるジッタ
ーを除去するか低減することが可能となり、遅延応答が改善されスループットのパフォーマンスが向上しま
す。

注記:

• この機能を使用するには、iLO Advanced または iLO Advanced Premium Security Edition のライセンスが
必要です。

• プロセッサーのジッター制御は、Intel® Xeon® スケーラブルプロセッサーを使用する Gen10 サーバーで利
用可能です。この機能は、AMD プロセッサーを使用しているサーバーではサポートされていません。

プロセッサー内のジッターの発生源
Intel プロセッサーでは、動作周波数が変更されるとコアにジッターが発生します。いくつか考えられる原因
は、プロセッサーが実行時に周波数を動的に変更することです。周波数変更の要求は、ソフトウェアによって
引き起こされることも、プロセッサー自体によって引き起こされることもあります。

P ステートおよび電力管理

P ステートは、プロセッサーで使用可能なあらかじめ定義されたパフォーマンスの状態で、ソフトウェアがプ
ロセッサーのパフォーマンスレベルを制御して、プラットフォームのパワーパフォーマンス効率を管理できる
ようにします。パフォーマンス状態は、プロセッサーが動作できる特定の周波数にマッピングされます。電力
管理ソフトウェアは、プロセッサーの使用率（需要）が低いときには、P ステート（周波数）を変更して節電
するように指示します。プロセッサーでは、一連の動作周波数範囲でしばしば複数の異なる P ステートにな
ることがあります。

ターボブースト

Intel のターボブースト機能により、プロセッサーは仕様書に記載されている基本周波数よりも高い周波数で
動作することができますが、特定の条件に従うことが想定されています。条件には、消費熱量、部品温度、ア
クティブな（有効になっており、アイドル状態でない）コアの数などが含まれています。ターボブーストが有
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効になっている間にこれらのプロセッサーでワークロードを実行すると、プロセッサーは、最高のパフォーマ
ンスを達成しようと周波数を日和見的に切り替えます。ワークロードの要求が変わると、周波数も変わりま
す。周波数が変わると、周波数を電気的に変更するために必要な周波数ジッターおよび若干の遅延が発生しま
す。

ターボブーストが有効になっているときの実質的な効果は、通常、プロセッサーが周波数を頻繁に変更して、
その限度内でパフォーマンスを最大にしようとします。

C ステート

C ステートは、あらかじめ定義された省電力状態で、オペレーティングシステムでプロセッサーコアがアイド
ル状態のときに電源管理ソフトウェアによって使用されます。オペレーティングシステムは、プロセッサー
を、数ある C ステートのうち利用可能になったいずれかの状態にします。C ステートが持続すると、省電力
が進みますが、C ステートを終了して通常の動作状態に戻すときに少し時間かかります。省電力の試みでは、
Intel プロセッサーの C ステートでもプロセッサーの周波数が低下します。C ステートの終了時に、C ステー
トで利用可能な最も低い周波数で実行中のプロセッサーは、電源管理ソフトウェアによって要求された以前の
P ステートに戻すために改めて周波数変更を実行する必要があります。

C ステートは、プロセッサーが使用されていない場合の省電力に役立ちます。ただし、これらのステート間の
移行には大きなジッターが発生します。

電力および温度イベント

プロセッサーは、設計の制約内で実行しようとする場合、周波数の制限を使用して自らを温度または過電流条
件から保護します。

周波数の制限は、ワークロードがホストに与えるストレスの量を制御します。高いストレスレベルは、高温と
電流引き込みにつながります。高い動作温度または過電流イベントは、複数の要因によって引き起こされま
す。サーバーの周囲温度、気流、およびその他の要因は、プロセッサーの温度で重要な役割を果たします。

過電流は、プロセッサー内で大量のリソースを消費する非常に需要の高い、電力を大量に消費するワークロー
ドを実行したときに発生します。過電流は、ターボブーストが有効になった状態で、特に活動的なワークロー
ドを実行して消費電力が大幅に増加するときに、プロセッサーがパフォーマンスを最大にしようとする場合に
も発生します。

Advanced Vector Extensions
サーバーのプロセッサーには、ロジックを最大限駆使して複雑な演算を実行する Advanced Vector Extensions

（AVX）を装備しているものがあり、プロセッサー自体の内部電力使用量が大幅に増えます。

確認しないでいると、これらの命令により結果的にプロセッサーの電力消費が増加したときに、過電流の抑制
が必要になります。反射的に過電流を抑制するのではなく、プロセッサーはコアをできるだけ低い周波数で実
行するようにして、これらの命令を実行するときの極端な消費電力逸脱が起きないようにします。

Intel プロセッサーでは、AVX 命令を使用すると、プロセッサーの周波数が自動的に制限されます。これらの
命令を使用すると、プロセッサーは自動的に周波数を制限し、周波数を下げることがあるので、ジッターを誘
発する可能性があります。

ジッターと遅延時間
ジッターと遅延時間は直接関連しています。ワークロードで観察されるように、プロセッサーが誘発するジッ
ターは遅延時間に変化をもたらします。プロセッサーが周波数の変更を実行するとき、その経過プロセスで、
プロセッサーが新しい選択周波数で動作できるようになる前にスレッドの実行が完全に停止します。このプ
ロセスは、プロセッサーが高速または低速の周波数に移行するかどうかに関係なく発生します。プロセッサー
の停止時間は異なりますが、通常は 10～15 マイクロ秒です。プロセッサーの実行に依存するワークロードの
場合、周波数の変更には常に 10～15 マイクロ秒が余分にかかります。

周波数の変化は、サーバーで動作するアプリケーションのタスクとしばしば非同期になるため、これらの遅延
時間はランダムとなり、アプリケーションの観点から決定することはできません。また、周波数が異なるプロ
セッサーでも、実行中のアプリケーションのパフォーマンスレベルを決定することはできないことに注意して
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ください。ソフトウェアは、周波数が低くなると実行速度も遅くなり、周波数が高くなると実行速度も速くな
ります。周波数自体の違いは、アプリケーションが一定の実行時間に依存する場合、遅延時間が変動すること
も意味します。

周波数の変更がもたらす遅延は、周波数の変化を考慮してプロセッサーを設定したとき（ターボブーストを有
効にした場合など）の遅延時間を測定することによって示すことができます。次の図は、プロセッサーが周波
数の変化を容認したときに、10～15 マイクロ秒の範囲で発生するレイテンシスパイクを示します。

図 2: 周波数の変化による遅延時間

プロセッサーのジッター制御設定
プロセッサーのジッター制御機能は、Intel Xeon スケーラブルプロセッサーを搭載した HPE ProLiant Gen10
サーバー内のプラットフォームファームウェアを使用して、プロセッサーのジッターを低減または除去します

（Jitter Smoothing）。自動チューニングまたは手動モードを設定したり、この機能を無効にするには、UEFI シ
ステムユーティリティまたは iLO RESTful API インターフェイスを使用します。

注記:

ジッター制御では、HPE パワーレギュレーターを、OS コントロール以外のモードに設定する必要がありま
す。ジッター制御が実行時に無効になった場合、再度パワーレギュレーターの設定の動作に切り替えられるた
め、BIOS は、ジッター制御が有効になったときにパワーレギュレーターの設定を自動的に変更することはあ
りません。
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自動チューニングモード

プロセッサーのジッター制御を自動チューニングモードで実行するように構成すると、HPE サーバーファー
ムウェアは、電源管理の影響を無効にし、実行時にプロセッサーを動的に調整して、ジッターを誘発する周波
数変化が発生しないようにします。自動チューニングモードで実行すると、プロセッサーは最終的に、周波数
変更を中止して、温度、電源、およびコアの使用制限の範囲内で達成できる最も高い周波数で実行します。自
動チューニングモードでは、次の理由で引き起こされる周波数変更が検出されると周波数を下げます。

• C ステート移行

• AVX に誘発された移行

• ターボ移行（電源、温度、およびコア使用状況による）

• サーマルスロットリング制御

注記:

• UEFI システムユーティリティから自動チューニングモードを選択すると、C ステートの設定も無効に設定
されます。ほとんどのオペレーティングシステムは、Advanced Configuration and Power Interface
（ACPI）を介してサポートされる C ステートの BIOS レポートに依存しています。ただし、intel_idle ドラ
イバーをロードする特定の Linux ディストリビューションでは、C ステートサポートの ACPI レポートは
無視されます。自動チューニングが適切に機能するには、カーネルブートコマンドのパラメーターに
intel_idle.max_cstate=0を追加して intel_idle ドライバーを無効にする必要があります。

• ジッター制御は、プロセッサーのすべてのコアに等しく影響を与えます。

手動モード

プロセッサーのジッター制御を手動モードで実行するように設定する場合、プロセッサーは、ユーザーが選択
可能な周波数よりも遅い速度で実行するように設定されます。このモードでは、プロセッサーの周波数の変更
が検出された場合でも、ファームウェアでは、ユーザーが選択した周波数の上限が動的に低下することはあり
ません。手動モードは、最大動作周波数を設定することによって ジッターを手動で低減するユーザーには便
利です。自動チューニングモードとは異なり、プログラムされた周波数以下で周波数の変更が発生した場合、
サーバーは実行周波数を永続的に低減せず、制限が撤廃されるとプロセッサーはユーザーが選択した最大周波
数に戻ることができます。

UEFI システムユーティリティを介したプロセッサージッター制御の設定

注記:

プロセッサーのジッター制御機能を使用するには、iLO Advanced 以降のライセンスが必要です。

プロセッサーのジッター制御オプションは、UEFI システムユーティリティに表示され、POST 中に F9 キー
を押すとアクセスできます。システムユーティリティ画面が表示されたら、システムコンフィギュレーショ
ン > BIOS/プラットフォーム構成（RBSU） > 電力およびパフォーマンスオプション > アドバンストパフォー
マンスチューニングオプションの順にクリックします。サーバーでジッター制御がサポートされ、iLO
Advanced 以降のライセンスがインストール済みの場合、2 つのオプション、プロセッサーのジッター制御と
プロセッサーのジッター制御周波数を使用できます。
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図 3: UEFI システムユーティリティ（v1.10）のプロセッサージッター制御オプション

プロセッサーのジッター制御オプションには、無効化、自動チューニング、または手動モードの 3 つのモード
があります。自動チューニングまたは手動モードを選択すると、プロセッサーのジッター制御周波数入力オプ
ションを編集することもできます。これにより、手動チューニングモードの目標周波数または自動チューニン
グモードの開始最大周波数を選択できます。周波数が MHz 単位で入力され、システムファームウェアにより、
プロセッサーで可能な最も近い周波数間隔に切り上げられます。たとえば、Intel Xeon スケーラブルプロセッ
サーは、100 MHz の間隔でプログラミングする周波数をサポートしています。ユーザーが 2,050 MHz を入力
すると、インストールされているプロセッサーでサポートされている場合、結果として得られる周波数は
2,100 MHz になります。

iLO RESTful API によるプロセッサーのジッター制御設定

注記:

• プロセッサーのジッター制御機能を使用するには、iLO Advanced 以降のライセンスが必要です。

• 実行時の RESTful API サポートには、少なくとも次のファームウェアバージョンが必要です。

◦ iLO ファームウェアバージョン 1.15

◦ システム ROM（UEFI BIOS）バージョン 1.20

◦ HPE Innovation Engine ファームウェア 1.2.4

iLO 5 のサーバー管理は、RESTful API を使用するインテリジェントな自動リモート制御を提供し、サーバー
管理コンポーネントと十分な演算能力を統合します。RESTful API を使用すると、Redfish API に準拠するこ
とにより HPE Gen10 サーバーのライフサイクル全体を管理できます。

iLO RESTful API によるプロセッサーのジッター制御設定 11



5 iLO RESTful API を使用すると、サーバーの実行時にプロセッサーのジッター制御を設定できます。
ilorestなどの RESTful インターフェイスツールを使用すると、サーバーを再起動せずに、プロセッサーの

ジッター制御を、無効化、自動チューニング、または手動モードに切り替えることができます。RESTful API
では、この設定変更を、ローカルまたはリモートのサーバーで実行するツールから適用できます。また、自動
モードの場合、RESTful API を使用して、ジッターフリーの動作時にサーバーが安定する周波数を決めること
ができます。

実行時のプロセッサジッター制御に関連する iLO RESTful API が提供するプロパティについては、URI /
redfish/v1/systems/1を参照してください。プロセッサーのジッター制御プロパティは、{"Oem":
{"Hpe": {"ProcessorJitterControl"}}}に記載され、次の 2 つの設定可能なプロパティ、

FrequencyLimitMHzおよび Modeが含まれています。RESTful API を使用してプロセッサーのジッター制

御を設定する方法の例を以下に示します。

• デフォルトの周波数を使用するために、プロセッサーのジッター制御を自動モードに設定するには、次の
プロパティを変更します。

{"Oem":{"Hpe":{"ProcessorJitterControl":{"FrequencyLimitMHz": 0,"Mode":
"Auto"}}}}

• 手動モードのプロセッサーのジッター制御を 2.6 GHz を使用する手動モードに設定するには、次のプロパ
ティを変更します。

{"Oem":{"Hpe":{"ProcessorJitterControl":{"FrequencyLimitMHz": 2600,"Mode":
"Manual"}}}}

• プロセッサーのジッター制御を無効にするには、次のプロパティを変更します。

{"Oem":{"Hpe":{"ProcessorJitterControl":{"Mode": "Disabled"}}}}

HPE Gen10 サーバーで iLO RESTful API を使用する方法の詳細については、https://www.hpe.com/us/en/
servers/restful-api.html を参照してください。

注記:

CONREP は、実行時に動的な更新を実行するためのユーティリティとしてサポートされていません。

プロセッサーのジッター制御によるパフォーマンスの向上
従来どおり変化の影響を受けやすいワークロードおよび周波数の大幅な変動の影響を受けるワークロードに、
ジッター制御を使用してパフォーマンスを最大にするように調整できます。

従来低レイテンシに合わせてサーバーを調整したり、HPE ホワイトペーパー低レイテンシアプリケーション
向けの HPE ProLiant サーバーの構成と調整に従っていたりしたユーザーは、P ステートの電源管理、C ステ
ート、およびターボモードを無効にして、プロセッサーによる周波数変更が引き起こすジッターを除去するこ
とに慣れています。ただし、ターボブーストを有効にしたまま、プロセッサーのジッター制御も有効にする
と、パフォーマンスが大幅に改善されます。

注記:

低レイテンシアプリケーション向けの HPE ProLiant サーバーの構成と調整テクニカルホワイ ペーパーは、次
の Web サイトから入手できます。

http://h20564.www2.hpe.com/hpsc/doc/public/display?docId=emr_na-c01804533

プロセッサーの基本周波数を超える周波数および最大ターボブーストモード周波数の上限は保証されていま
せんが、プロセッサーが、ターボブースト周波数の範囲内の特定の周波数に制限されている場合、ワークロー
ドが限度に達する可能性はありません。プロセッサーのジッター制御が自動モードに設定されている場合は、
あらゆるワークロードおよびサーバー展開環境に合わせて周波数が動的に検出されます。結果として得られ
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る自動調整周波数が基本周波数よりも高い場合、ターボブーストを無効にするという従来の方法を上回るパフ
ォーマンスが得られます。次のイメージは、Intel Xeon Platinum 8180 スケーラブルプロセッサーを搭載した
HPE ProLiant DL360 Gen10 で、ジッター制御を使用して達成できるゲインを示します。

図 4: プロセッサーのジッター制御を使用した結果

プロセッサーのジッター制御を利用すると、ワークロードは、ターボブーストのみを有効にした場合のパフォ
ーマンスを上回る可能性があります。ターボが常に周波数を変えてパフォーマンスを最大限に引き出すよう
にワークロードがプロセッサーを促すが、高い周波数をかなりの時間維持できない場合、高い周波数で動作を
試みることによるゲインは無に等しく、パフォーマンスが低下することもあります。HPE ProLiant DL360
Gen10 を使用し Intel Xeon Platinum 8180 スケーラブルプロセッサーでサーバー側の Java ワークロードを実
行する場合、ターボブーストのみ使用したときよりもゲインが高まることがあります。

図 5: プロセッサーのジッター制御とターボブーストの比較結果

ジッター制御は、周波数変化の原因を除去して遅延時間を低減することを目的にしています。スループットパ
フォーマンスの測定値は、ジッター制御を有効にすることで影響を受ける一方、変動する周波数を容認できな
いか、計算の遅延時間の変化に関連するコストが発生するワークロードでは、レイテンシスパイクの除去が必
須です。自動調整モードを使用する場合、周波数の変化によって引き起こされる 10～15 μ の範囲内のジッタ
ーは除去できます。
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次の図は、HPE Timetest ツールによって測定された遅延時間を示します。ジッター制御を行わずにターボモ
ードを有効にした場合、タイムテストプロットに、プロセッサーの周波数が変化したために引き起こされた
10～15 μ の遅延時間帯が示されます。自動調整モードで同じワークロードを実行すると、この遅延時間は消
えます。

図 6: プロセッサーのジッター制御による遅延時間の比較
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コアブースト

コアブーストテクノロジーでは、プロセッサーを特定の使用事例、構成、および環境に適合させる、ゆとりの
ある最適化されたターボ プロファイルを使用します。コアブーストプロセッサーは、革新的な HPE 電圧レギ
ュレーター設計と冷却技術によってもたらされる、余分なサーバー電力とサーマルヘッドルームを利用しま
す。その結果、コアブーストプロセッサーを搭載したシステムは、共通の失敗を緩和することができ、プロセ
ッサーの計算能力を最大限に引き出すことができます。

たとえば、プロセッサーには、多数のコアとコアが動作する基本周波数を備えることができます。プロセッサ
ーをターボモードにして、基本周波数よりも高速の周波数でプロセッサーコアを実行することもできます。タ
ーボモードでは、熱および電力容量ヘッドルームを状況に応じて使用して、高い周波数でプロセッサーコアを
動作させることもできます。ターボモードでは、プロセッサーのパフォーマンスを高めつつ、同じ TDP (熱設
計電力)を維持できます。

一部のプロセッサーは TDP および最大電力レベルが設定済みです。これらのパラメーターを安全に維持する
ために、定義済み設定は、通常、プロセッサーに組み込まれロックされています。これらの設定では、プロセ
ッサーを、標準的な電気、温度、および電源設計の仕様内で動作させます。プロセッサーのターボプロファイ
ルは、固定周波数レジスタとコア対周波数比レジスタを使用して、これらの制約が適用されます。消費電力上
限は、TDP レベルに組み入れることができます。指定した TDP レベルを維持するために、CPU ターボ周波
数は、コア対周波数比レジスタに組み入れられたアクティブなコアの数によって決定されます。ターボ周波数
プロファイルは、全コアアクティブから単一コアアクティブまでスケーリングされます。したがって、低いワ
ークロード要求、またはコアパーキングテクノロジー、または無効化テクノロジーによって利用されているア
クティブコアの数に応じて、ターボ周波数は増加します。

これらの周波数レジスタとコア対周波数比レジスタの融合によって、プロセッサーの計算能力が特定のレベル
に制限されます。ただし、汎用コンピューティングプロセッサーでは、さまざまなワークロードまたは最悪の
温度条件に対応できるように、ターボプロファイルを控え目に設定できます。つまり、ターボモードを、プロ
セッサーが動作する構成または環境を考慮しないワンパターンプロファイルにすることもできます。したが
って、プロセッサーは、動作を最大限まで使用するようにチューニングできない可能性があります。

プロセッサーのコアブーストアーキテクチャー
プロセッサーのコアブースト機能は、プラットフォームファームウェアを使用して、HPE ProLiant Gen10 サ
ーバーのターボモードパフォーマンスを強化します。プラットフォームファームウェアは、デフォルトで、サ
ポートの対象となるプロセッサーの存在を自動的に検出し、デフォルトでコアブーストを有効にします。
UEFI システムユーティリティまたは iLO RESTful API を介してコアブースト機能を構成することもできま
す。

注記:

コアブーストは、iLO 5 以降の Advanced ライセンスが必要です。

コアブーストは、最適化したターボプロファイルを持つ Intel Xeon スケーラブルプロセッサーを使用して、高
性能コンピューティング、仮想化、ビッグデータなど、主要な企業用途に対処します。コアブーストプロセッ
サーによるコンピューティング消費電力が高いため、高性能のヒートシンクとファンが必要です。コアブース
トテクノロジーをサポートするプロセッサーを搭載したサーバーを注文すると、必要なハードウェアが CTO
プロセス時に取り付けられます。
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表 2: コアブースト機能搭載のサポートされている Intel Xeon スケーラブルプロセッサー

Intel Xeon スケーラブル 6143
Gold

Intel Xeon スケーラブル 8165
Platinum

発売日 2017 年第 3 四半期 2017 年第 4 四半期

コア数 16 24

スレッド数 32 48

基本周波数 2.80 GHz 2.30 GHz

最大ターボ周波数 4.0 GHz 3.7 GHz

キャッシュ 22 MB L3 33 MB L3

UPI リンク数 3 3

TDP 205W 205W

最大メモリ 768 GB 768 GB

メモリタイプ DDR4-266 DDR4-266

最大メモリ速度 2666 MHz 2666 MHz

Intel ターボブーストテクノロジー 2.0 2.0

インテルハイパースレッディング 対応 対応

コアブースト SKU は次の Gen10 サーバーで使用できます。

表 3: コアブースト SKU

サーバー Intel Xeon スケーラブル
6143 Gold (16C)

Intel Xeon スケーラブル
8165 Platinum (24C)

HPE ProLiant DL380 Gen10

HPE ProLiant DL360 Gen10

HPE ProLiant DL580 Gen10

HPE ProLiant DL560 Gen10

HPE Apollo XL230k Gen10

HPE Synergy SY660 Gen10

HPE Synergy SY480 Gen10

コアブーストターボプロファイル
コアブーストプロセッサーは、周波数レジスタとコア対周波数比レジスタを緩和して、整数および SSE/AVX-1
演算のプロセッサーパフォーマンスを最適化します。システムは、コアブースト設定を使用して、より高いク
ロック周波数で日和見的にワークロードを実行できます。次の表は、Intel Xeon ストック 16 コアプロセッサ
ーと比較した場合の、コアブーストの利点を MIPS（百万命令／秒）で示します。
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この表は、コアブーストにより、ターボに比べて高い周波数でワークロードをより多くのアクティブなコアで
実行できるようになり、オーバークロッキングなくシステムパフォーマンスが向上し、Intel の保証が維持さ
れることを示しています。コアブースト機能を有効にすることなく、信頼性仕様も同じまま維持されます。ま
た、次の表に示すように、シングルコアアクティブクロック周波数はコアブーストがないときよりも高くなる
ため、コアブーストはシングルスレッドアプリケーションにも利点をもたらします。

図 7: コアブーストを使用したアクティブコア

Intel Xeon v4 以降のプロセッサーでは、整数または AVX-1/SSE 命令で使用されているものとは異なるターボ
プロファイルを持つ AVX-2 および AVX-3 テクノロジーが実装されました。AVX-2 命令は 256 ビット、AVX-3
は 512 ビットで AVX-2 の拡張です。AVX-2 および AVX-3 命令は、パフォーマンスを高めますが、AVX 以外の
ワークロードよりも電力を消費します。ただし、プロセッサーの TDP を維持するために、基本周波数とター
ボクロック周波数はかなり低くなります。詳細については、Intel Web サイトの仕様を参照してください。コ
アブーストプロセッサーの場合、AVX-2 および AVX-3 ターボプロファイルは、Intel Xeon ストックパーツと
同様の方法で維持されます。ただし、TDP が高くなると、コアブーストプロセッサー SKU は引き続き、Intel
Xeon ストックプロセッサーよりもパフォーマンスが高くなります。

コアブーストによるパフォーマンスの向上
全体として、コアブーストにより多くのプロセッサーコア間でパフォーマンスが向上します。多くのアクティ
ブコアで、Intel Xeon ストックプロセッサーよりも高いクロック周波数でワークロードを実行することによ
り、システムのパフォーマンスを高速化できます。さらに、コアおよびプロセッサーベースのライセンスモデ
ル用のライセンスコストを効率よく削減することができ、コア数の多い Intel Xeon ストックプロセッサーと比
べて、総所有コストが低減します。

次の表は、さまざまな構成の 3 つのプロセッサー間の SPEC CPU2006 ベンチマークの結果を示します。Intel
ストック 6142 (16 コア)と 6148 (20 コア)、およびコアブースト 6143 (16 コア) SKU。SPECint_base2006 と
SPECfp_base2006 の結果は、シングルスレッドアプリケーションで、Intel Xeon ストックプロセッサーを上
回るコアブーストの利点を明白に示しています。システムスループットの測定では、SPECint_rate_base2006
および SPECfp_base2006 の数字から、コアブーストのパフォーマンスが比較可能な Intel Xeon プロセッサー

コアブーストによるパフォーマンスの向上 17



よりも優れていることがわかります。コア数の多いプロセッサーと比べたコアブーストのパフォーマンスの
優位性は、同じベンチマーク結果でも明らかです。

表 4: SPEC CPU2006 のベンチマーク結果

DL380 Gen10
6143 対 6142

HT 無効化 +sse4.2

6143 対 6148

HT 無効化 +sse4.2

SPECint_base2006（シングルスレッド） 6.91% 5.69%

SPECfp_base2006（シングルスレッド） 5.97% 6.77%

SPECint_rate_base2006（マルチスレッド） 13.97% -2.58%

SPECfp_rate_base2006（マルチスレッド） 9.48% -1.57%

コアブースト制御の構成

注記:

プロセッサーコアブーストには iLO 5 Advanced 以降のライセンスが必要です。

プロセッサーのコアブーストテクノロジーの構成オプションは、UEFI システム ユーティリティのシステムコ
ンフィギュレーション > BIOS/プラットフォーム構成(RBSU) > 電力とパフォーマンス オプション > アドバ
ンストパフォーマンスチューニングオプションに表示されます。コアブーストオプションは、サーバーがコア
ブースト対応プロセッサーで構成され、iLO Advanced 以降のライセンスがインストールされている場合に使
用できます。

コアブーストオプションには、無効化と有効化の 2 つがあります。有効化を選択すると、サーバーは、コアブ
ースト対応プロセッサーの強化されたパフォーマンス機能を使用できます。有効化は、これらのプロセッサー
がサーバーにインストール済みであることが検出されたときのデフォルトのオプションです。無効化を選択
すると、強化されたパフォーマンス機能が無効になります。この場合、プロセッサーではターボ周波数プロフ
ァイルが制約され、最大電力容量が低下します。
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図 8: UEFI システム ユーティリティ(v1.20)のコアブーストオプション

注記:

コアブーストオプションは、コアブースト SKU がシステムにインストールされている場合にのみ表示されま
す。

コアブーストインテグレーテッドマネジメントログとエラーメッ
セージ

コアブーストをサポートするプロセッサー SKU が展開された HPE ProLiant Gen10 サーバーは、プラットフ
ォームファームウェアによって欠落しているライセンス要件が検出された場合、または機能が無効にされてい
る場合に、IML (インテグレーテッドマネジメントログ)メッセージを生成します。iLO Advanced 以降のライ
センスがインストールされていない場合、プラットフォームファームウェアはエラーメッセージを発行しま
す。この状況は、iLO Advanced 以降のライセンスをインストールすることによって解消されます。

プラットフォームファームウェアは、コアブースト対応プロセッサーで構成されたシステムでコアブーストオ
プションが無効にされた場合、エラーメッセージを発行します。このメッセージは、最適なプロセッサーパフ
ォーマンスが制約されていることを警告します。この状態は、UEFI システムユーティリティでまたは iLO
RESTful API を介して、コアブーストオプションを再度有効にすることで解消されます。
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Web サイト

Intelligent System Tuning
http://www.hpe.com/info/ist

iLO の Web サイト

iLO 5
http://www.hpe.com/support/ilo-docs

iLO ライセンス

http://www.hpe.com/info/ilo/licensing
iLO Mobile アプリケーション

http://www.hpe.com/info/ilo/mobileapp

HPE iLO RESTful APIs (GitHub)

https://hewlettpackard.github.io/ilo-rest-api-docs/ilo5/

HPE ProLiant Gen8 サーバー

http://www.hpe.com/info/proliantgen8/docs
HPE ProLiant Gen9 サーバー

http://www.hpe.com/support/proliantgen9/docs
HPE ProLiant Gen10 サーバー

http://www.hpe.com/support/proliantgen10/docs

全般的な Web サイト

Hewlett Packard Enterprise Information Library
http://www.hpe.com/info/EIL

RESTful インターフェイスツール(GitHub)

https://hewlettpackard.github.io/python-redfish-utility/

Single Point of Connectivity Knowledge（SPOCK）ストレージ互換性マトリックス

http://www.hpe.com/storage/spock
ストレージのホワイトペーパーおよび分析レポート

www.hpe.com/storage/whitepapers
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サポートと他のリソース

Hewlett Packard Enterprise サポートへのアクセス

• ライブアシスタンスについては、Contact Hewlett Packard Enterprise Worldwide の Web サイトにアクセス
します。

http://www.hpe.com/assistance

• ドキュメントとサポートサービスにアクセスするには、Hewlett Packard Enterprise サポートセンターの
Web サイトにアクセスします。

http://www.hpe.com/support/hpesc

ご用意いただく情報

• テクニカルサポートの登録番号（該当する場合）

• 製品名、モデルまたはバージョン、シリアル番号

• オペレーティングシステム名およびバージョン

• ファームウェアバージョン

• エラーメッセージ

• 製品固有のレポートおよびログ

• アドオン製品またはコンポーネント

• 他社製品またはコンポーネント

アップデートへのアクセス

• 一部のソフトウェア製品では、その製品のインターフェイスを介してソフトウェアアップデートにアクセ
スするためのメカニズムが提供されます。ご使用の製品のドキュメントで、ソフトウェアの推奨されるソ
フトウェアアップデート方法を確認してください。

• 製品のアップデートをダウンロードするには、以下のいずれかにアクセスします。

Hewlett Packard Enterprise サポートセンター

http://www.hpe.com/support/hpesc
Hewlett Packard Enterprise サポートセンター：ソフトウェアのダウンロード

http://www.hpe.com/support/downloads
Software Depot

http://www.hpe.com/support/softwaredepot

• eNewsletters およびアラートをサブスクライブするには、以下にアクセスします。
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http://www.hpe.com/support/e-updates-ja

• お客様の資格を表示したりアップデートしたり、契約や保証をお客様のプロファイルにリンクしたりする
には、Hewlett Packard Enterprise サポートセンターの More Information on Access to Support
Materials ページにアクセスします。

http://www.hpe.com/support/AccessToSupportMaterials

重要:

一部のアップデートにアクセスするには、Hewlett Packard Enterprise サポートセンターからアクセスす
るときに製品資格が必要になる場合があります。関連する資格を使って HPE パスポートをセットアッ
プしておく必要があります。

カスタマーセルフリペア（CSR）
Hewlett Packard Enterprise カスタマーセルフリペア（CSR）プログラムでは、ご使用の製品をお客様ご自身
で修理することができます。CSR 部品を交換する必要がある場合、お客様のご都合のよいときに交換できる
よう直接配送されます。一部の部品は CSR の対象になりません。Hewlett Packard Enterprise もしくはその
正規保守代理店が、CSR によって修理可能かどうかを判断します。

リモートサポート（HPE 通報サービス）
リモートサポートは、保証またはサポート契約の一部としてサポートデバイスでご利用いただけます。リモー
トサポートは、インテリジェントなイベント診断を提供し、ハードウェアイベントを Hewlett Packard
Enterprise に安全な方法で自動通知します。これにより、ご使用の製品のサービスレベルに基づいて、迅速か
つ正確な解決が行われます。ご使用のデバイスをリモートサポートに登録することを強くおすすめします。

ご使用の製品にリモートサポートの追加詳細情報が含まれる場合は、検索を使用してその情報を見つけてくだ
さい。

リモートサポートおよびプロアクティブケア情報

HPE 通報サービス

http://www.hpe.com/jp/hpalert
HPE プロアクティブケアサービス

http://www.hpe.com/services/proactivecare-ja
HPE プロアクティブケアサービス：サポートされている製品のリスト

http://www.hpe.com/services/proactivecaresupportedproducts
HPE プロアクティブケアアドバンストサービス：サポートされている製品のリスト

http://www.hpe.com/services/proactivecareadvancedsupportedproducts

保証情報
ご使用の製品の保証またはサーバー、ストレージ、電源、ネットワーク、およびラック製品の安全と準拠に関
する情報に関するドキュメントを確認するには、「エンタープライズの安全性、規制への適合」の Web サイト
を参照してください。

http://www.hpe.com/support/Safety-Compliance-EnterpriseProducts

追加保証情報

HPE ProLiant と x86 サーバーおよびオプション

http://www.hpe.com/support/ProLiantServers-Warranties
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HPE エンタープライズサーバー

http://www.hpe.com/support/EnterpriseServers-Warranties
HPE ストレージ製品

http://www.hpe.com/support/Storage-Warranties
HPE ネットワーク製品

http://www.hpe.com/support/Networking-Warranties

規定に関する情報
安全、環境、および規定に関する情報については、Hewlett Packard Enterprise サポートセンターからサーバ
ー、ストレージ、電源、ネットワーク、およびラック製品の安全と準拠に関する情報を参照してください。

http://www.hpe.com/support/Safety-Compliance-EnterpriseProducts

規定に関する追加情報

Hewlett Packard Enterprise は、REACH（欧州議会と欧州理事会の規則 EC No 1907/2006）のような法的な要
求事項に準拠する必要に応じて、弊社製品の含有化学物質に関する情報をお客様に提供することに全力で取り
組んでいます。この製品の含有化学物質情報レポートは、次を参照してください。

http://www.hpe.com/info/reach

RoHS、REACH を含む Hewlett Packard Enterprise 製品の環境と安全に関する情報と準拠のデータについて
は、次を参照してください。

http://www.hpe.com/info/ecodata

社内プログラム、製品のリサイクル、エネルギー効率などの Hewlett Packard Enterprise の環境に関する情報
については、次を参照してください。

http://www.hpe.com/info/environment

ドキュメントに関するご意見、ご指摘
Hewlett Packard Enterprise では、お客様により良いドキュメントを提供するように努めています。ドキュメ
ントを改善するために役立てさせていただきますので、何らかの誤り、提案、コメントなどがございました
ら、ドキュメントフィードバック担当（docsfeedback@hpe.com）へお寄せください。この電子メールに
は、ドキュメントのタイトル、部品番号、版数、およびドキュメントの表紙に記載されている刊行日をご記載
ください。オンラインヘルプの内容に関するフィードバックの場合は、製品名、製品のバージョン、ヘルプの
版数、およびご利用規約ページに記載されている刊行日もお知らせください。
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